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本会議初日
市長市政表明
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常任委員会

予算特別委員会
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本会議 一般質問

常任委員会
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予算特別委員会

今 の ト ッピ ク ス号

クニタチッタ

本会議、常任委員会及び予算・決算特別委員会は、インターネット中継（ライブ・録画）を行っています。どうぞご覧ください。
－この広報紙は再生紙を使用しています－

国立市議会　中継

令和7年第1回定例会の日程（予定）

請願・陳情
の提出締切 2月13日㈭正午までに議会事務局へご持参ください。

議場の傍聴
について

市議会を直接傍聴してみませんか（車いすでの傍聴可）
市ホームページからインターネット中継でもご覧いただけますが、
市役所への用事でご来所していただいた合間にも傍聴することがで
きます。直接議場で傍聴し身近に議会を感じてみませんか。

開会時刻 本会議・委員会ともに、午前10 時開会の予定です。

国立市監査委員選任の同意について、賛成多数で同意されました。

第59号議案 ▶▶▶ 2面に詳細

国立市子ども基本条例案が全会一致で可決されました。

第62号議案 ▶▶▶ 2面に詳細

令和６年度国立市一般会計補正予算（第５号）案が全会一致で可決されました。
（学校食材購入費補助金、ふるさと納税、こども医療費助成事業費、国立駅
南口子育ち・子育て応援施設開設準備事業費、保育士キャリアアップ補助
金、ファーストバースデーサポート事業委託料、交通対策費、道路用地買収費、
他）

第66号議案 ▶▶▶ 3面に結果

国立駅南口子育ち・子育て応援テラスの指定管理者の指定について、全会一致
で可決されました。

初日：2月13日㈭
予算特別委員会（4日間とも）：2月26日㈬
常任委員会（3日間とも）：3月5日㈬
最終日：3月14日㈮

手話通訳の
申込締切

※ 今年度の定例会から希望があれば手話通訳者を本会議（初日と最
終日）に加え、常任委員会等へ配置することができるようになり
ました。

　 手話通訳を希望される方は、右の二次元コードより国立市議会
ホームページ「令和7年第1回定例会（予定）の手話通訳の申し込み
について」を御覧ください。

２月５日  №273
第 4 回 定 例 会

発行 :国立市議会　編集 :広報委員会
令和6年10月31日～11月21日

〒186-8501  東京都国立市富士見台2-47 -1
Te l : 0 4 2 - 5 7 6 - 2 1 1 1㈹  F a x : 0 4 2 - 5 7 6 - 2 2 0 5

令和7年
（2025年）

認定第１号 令和５年度国立市一般会計歳入歳出決算（継続審査分）が
賛成多数で可決されました。→４面に詳細

第68号議案 ▶▶▶ 3面に結果

国立市議会 検索
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　各議案の内容や会議録につきましては、市議会ホームページで、閲覧・検索ができます。どうぞご覧ください。

福
祉
保
険
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
条
例
と
子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
、

子
ど
も
た
ち
に
ど
う
周
知
し
て
い
く
か
。

Ａ
条
例
制
定
後
、
分
か
り
や
す
い
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
も
の
を
ま
と
め
て

伝
え
て
い
き
た
い
。
子
ど
も
の
権
利
に

つ
い
て
の
対
話
を
続
け
る
こ
と
が
大
事

だ
と
考
え
る
。

Ｑ
子
ど
も
向
け
の
前
文
が
あ
る
。
前
文

に
込
め
た
想
い
は
何
か
。

Ａ
聞
き
取
っ
て
き
た
思
い
を
受
け
止
め
、

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
権
利
を
き
ち

ん
と
保
障
す
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を

約
束
す
る
、
と
応
答
す
る
言
葉
だ
と
考

え
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
条
例

を
見
た
と
き
、
自
分
た
ち
の
こ
と
を
書

い
て
い
る
と
実
感
で
き
る
も
の
を
目
指

し
た
。

Ｑ
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
聴
い
て
き
て
、

国
立
市
の
子
ど
も
た
ち
が
置
か
れ
て
い

る
現
状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ
子
ど
も
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
現
状

は
様
々
だ
が
、
一
番
強
い
の
は
自
分
た

ち
の
こ
と
を
も
っ
と
見
て
ほ
し
い
、
自

分
た
ち
の
声
を
聞
い
て
ほ
し
い
、
尊
重

し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
だ
と
捉
え
た
。

Ｑ
子
ど
も
の
定
義
と
し
て
、
18
歳
未
満

の
者
の
ほ
か
「
そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
と

等
し
く
子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
こ

と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
者
を
い
う
」

と
あ
る
が
、
具
体
的
な
想
定
は
。

Ａ
市
外
在
住
で
市
の
施
設
を
利
用
し
て

い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
ほ
か
、
例

え
ば
高
校
在
学
中
に
18
歳
に
な
っ
た
り

児
童
養
護
施
設
の
利
用
中
に
18
歳
に
な

る
な
ど
、
法
令
等
に
よ
っ
て
該
当
す
る

場
合
が
あ
る
。

Ｑ
子
ど
も
の
権
利
と
権
利
が
ぶ
つ
か
る

場
合
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

Ａ
大
人
が
双
方
の
考
え
を
聞
い
た
上
で
、

改
め
て
最
善
の
利
益
を
考
え
て
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
ど
も
が
他
の

子
ど
も
の
権
利
を
尊
重
す
る
義
務
は
、

専
門
家
に
も
意
見
を
聞
い
た
結
果
、
主

体
的
な
思
い
自
体
を
制
限
し
て
し
ま
う

可
能
性
が
高
い
と
考
え
、
規
定
し
て
い

な
い
。
ぶ
つ
か
る
可
能
性
も
含
め
、
お

互
い
に
権
利
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

く
た
め
の
周
知
や
理
解
促
進
に
努
め
て

い
く
こ
と
、
ぶ
つ
か
っ
た
際
の
プ
ロ
セ

ス
が
大
事
で
あ
る
と
確
認
し
て
い
る
。

Ｑ
第
６
条
で
「
い
つ
で
も
安
心
し
て
相

談
し
及
び
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
」
と
規
定
し
た
思
い
は
何
か
、

今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

Ａ
子
ど
も
た
ち
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中

で
、
相
談
を
受
け
る
こ
と
や
、
も
っ
と

相
談
で
き
る
場
所
が
欲
し
い
と
い
う
声

が
多
か
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
生
き
る
た
め
に
は
、
意
見
を
言
え
る

こ
と
に
加
え
、
悩
み
を
聞
き
相
談
で
き

る
場
所
が
重
要
だ
と
考
え
「
安
心
し
て

生
き
る
権
利
」
の
中
に
入
れ
た
。
具
体

的
な
対
応
と
し
て
、
ま
ず
ア
ク
セ
ス
で

き
る
相
談
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
、
相
談
で
き
る
と
思
え
る
よ

う
市
と
子
ど
も
と
の
信
頼
関
係
を
構
築

す
る
こ
と
を
進
め
た
い
。

Ｑ
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
誇
り
が
守
ら
れ

る
こ
と
」
を
規
定
し
た
趣
旨
は
何
か
。

個
人
情
報
に
関
す
る
同
意
な
ど
、
年
齢

に
応
じ
た
意
見
表
明
が
認
め
ら
れ
る
可

能
性
は
あ
る
か
。

Ａ
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
・
名
誉
の
保
護
と
い
う
規
定
が
あ

る
。
聞
き
取
っ
て
き
た
中
で
も
、
自
分

の
情
報
、
思
い
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
学
校
等

で
は
現
在
、
個
人
情
報
や
写
真
の
掲
載

な
ど
は
保
護
者
の
同
意
を
得
て
い
る
が
、

今
後
は
子
ど
も
の
意
見
を
大
切
に
し
て

い
く
観
点
が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
市
内
に
お
け
る
子
ど
も
や
教
育
に
関

わ
る
機
関
と
し
て
、
大
学
と
の
連
携
は

す
る
の
か
。

Ａ
市
と
し
て
包
括
連
携
協
定
等
を
結
ん

で
い
る
大
学
が
あ
る
。
連
携
す
る
中
で
、

条
例
に
基
づ
く
権
利
保
障
に
つ
い
て
の

協
議
や
提
案
は
検
討
し
た
い
。

Ｑ
意
見
表
明
や
相
談
の
窓
口
を
作
る
際
、

教
育
委
員
会
や
子
ど
も
家
庭
部
は
じ
め

部
局
間
の
連
携
が
必
要
に
な
る
。
そ
う

し
た
連
携
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

Ａ
第
24
条
で
「
施
策
の
推
進
、
計
画
の

策
定
」
を
す
る
と
定
め
て
い
る
。
こ
の

過
程
で
部
局
間
の
連
携
を
進
め
、
計
画

の
中
で
具
体
化
し
た
い
。

Ｑ
条
例
案
に
は
子
ど
も
の
権
利
条
約
の

精
神
を
ど
う
反
映
し
た
か
、
そ
の
チ
ェ

ッ
ク
を
ど
う
行
っ
た
か
。

Ａ
３
名
の
有
識
者
と
文
案
の
読
み
合
わ

せ
を
行
い
、
条
約
の
精
神
に
則
り
妥
当

か
ど
う
か
等
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
。

Ｑ
条
例
の
周
知
を
行
う
際
、
内
容
の
確

認
な
ど
協
力
を
得
た
有
識
者
か
ら
の
コ

メ
ン
ト
等
の
掲
載
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

Ａ
解
説
等
を
作
成
す
る
際
は
、
有
識
者

の
意
見
に
つ
い
て
も
ど
う
記
載
で
き
る

か
含
め
て
検
討
し
た
い
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
日
本
が

批
准
し
て
30
年
と
い
う
節
目
の
年
に
本

条
例
案
が
出
て
き
た
こ
と
は
意
義
深
い
。

実
行
計
画
の
策
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
柔
軟
性
を
確

保
す
る
よ
う
望
む
。

賛
成　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集

は
素
案
の
み
で
な
く
条
例
案
で
も
行
い
、

よ
り
子
ど
も
参
画
、
市
民
参
画
を
図
る

べ
き
だ
っ
た
。
子
ど
も
主
体
の
場
を
ど

う
提
供
し
て
い
く
か
、
今
後
の
計
画
に

注
目
す
る
。
子
ど
も
会
議
の
設
置
な
ど

を
強
く
要
望
す
る
。

賛
成　
子
ど
も
の
権
利
保
障
は
、
子
ど

も
に
接
し
て
学
校
等
を
運
営
し
て
い
る

基
礎
自
治
体
こ
そ
最
も
重
視
し
担
い
手

に
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立

場
。
分
か
り
や
す
い
ガ
イ
ド
が
つ
く
ら

れ
て
い
く
こ
と
に
期
待
す
る
。

賛
成　
子
ど
も
の
権
利
と
権
利
が
ぶ
つ

か
っ
た
と
き
に
大
人
は
ど
う
す
べ
き
か
、

い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
を
集
め
体
系
立
て

て
い
く
こ
と
が
周
知
、
理
解
の
一
助
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

賛
成　
一
番
大
切
な
の
は
、
子
ど
も
が

困
っ
た
と
き
に
困
っ
た
と
言
え
る
関
係

性
を
日
常
的
に
作
る
こ
と
。
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
、
日
常
的
な
つ
な
が
り
を
重
視

し
て
ほ
し
い
。

総
務
文
教
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
学
校
給
食
用
食
材
購
入
費
補
助
金
に

つ
い
て
、
市
の
負
担
額
は
。

Ａ
８９５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
会
計
年
度
任
用
職
員
社
会
保
険
料
等

の
増
額
補
正
の
理
由
は
。

Ａ
勤
勉
手
当
の
計
上
を
失
念
し
て
い
た

た
め
、
増
額
補
正
と
し
た
。

Ｑ
給
食
費
無
償
化
に
よ
る
影
響
は
、
給

食
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
上
の
効
果
は
。

Ａ
未
納
者
の
チ
ェ
ッ
ク
や
督
促
状
の
発

付
が
減
る
た
め
市
の
負
担
軽
減
に
な
る
。

Ｑ
東
京
都
と
国
立
市
の
給
食
費
の
負
担

額
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
と
な
る
の
か
。

Ａ
東
京
都
負
担
が
２
億
６
千
２５０
万
円
、

国
立
市
負
担
が
３
千
７５０
万
円
。

Ｑ
来
年
度
以
降
の
給
食
費
無
償
化
は
。

Ａ
基
本
的
に
は
実
施
の
前
提
で
あ
る
。

Ｑ
ふ
る
さ
と
納
税
は
増
え
た
の
か
。

Ａ
前
年
度
並
み
で
あ
る
。

Ｑ
給
食
の
材
料
費
は
市
ご
と
に
異
な
る

が
、
他
市
と
の
比
較
状
況
は
。

Ａ
令
和
２
年
度
に
国
立
市
の
単
価
は
上

が
っ
た
が
、
平
均
よ
り
も
下
で
あ
る
。

福
祉
保
険
委
員
会

Ｑ
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
増
額
理
由
は
。

Ａ
所
得
制
限
を
高
校
生
ま
で
撤
廃
し
た

こ
と
と
下
半
期
は
受
診
者
が
増
加
傾
向

の
た
め
。

Ｑ
特
別
障
害
者
手
当
等
支
給
事
業
の
対

象
者
は
ど
の
よ
う
な
方
々
な
の
か
。

Ａ
常
時
特
別
な
介
護
を
要
す
る
状
態
に

あ
る
20
歳
以
上
の
方
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
保
育
士
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
補
助
金
の

拡
充
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

Ａ
職
務
分
野
別
リ
ー
ダ
ー
を
配
置
し
た

際
に
支
援
す
る
。

Ｑ
フ
ァ
ー
ス
ト
バ
ー
ス
デ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業
に
つ
い
て
、
く
に
P
a
y
活
用
の

検
討
は
し
た
の
か
。

Ａ
加
盟
店
が
増
え
る
と
可
能
性
が
あ
る
。

Ｑ
政
策
経
営
部
は
、
く
に
P
a
y
移
行

へ
の
課
題
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ
加
盟
店
舗
は
順
調
に
増
加
。
積
極
的

に
く
に
P
a
y
を
選
択
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ｑ
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
前
に

医
療
機
関
が
接
種
者
に
説
明
す
る
よ
う

市
が
医
療
機
関
に
促
さ
な
い
の
か
。

Ａ
厚
生
労
働
省
の
文
章
に
市
独
自
の
案

内
文
を
つ
け
て
各
医
療
機
関
に
送
付
し

お
願
い
を
し
て
い
る
。

建
設
環
境
委
員
会

Ｑ
不
動
産
の
道
路
用
地
買
収
と
は
。

Ａ
市
道
第
４
号
線
の
拡
幅
整
備
に
伴
う
。

Ｑ
交
通
対
策
費
の
内
容
と
は
。

Ａ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
エ
ン
ジ
ン
修

繕
や
フ
ラ
イ
ホ
イ
ー
ル
の
故
障
に
よ
る

修
繕
で
あ
る
。

Ｑ
エ
ン
ジ
ン
を
替
え
て
何
年
乗
れ
る
か

Ａ
現
時
点
で
は
不
明
。

Ｑ
本
田
家
住
宅
の
工
期
は
。

Ａ
用
地
買
収
を
令
和
６
年
度
。
完
了
は

令
和
７
年
度
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

総
務
文
教
委
員
会

賛
成　
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
、
給
食

費
無
償
化
は
是
非
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

賛
成　
給
食
費
無
償
化
は
喜
ば
し
い
。

賛
成　
給
食
費
無
償
化
に
よ
く
踏
み
切

っ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。
証
明
書
コ
ン

ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て
も
や
っ
と
波
に
乗

っ
て
き
た
。

賛
成　
多
く
の
市
民
に
コ
ン
ビ
ニ
交
付

が
広
く
認
識
さ
れ
て
嬉
し
い
。
給
食
費

無
償
化
に
も
感
謝
す
る
。

賛
成　
給
食
費
無
償
化
の
中
で
、
事
務

の
軽
減
に
な
る
こ
と
は
良
か
っ
た
。

福
祉
保
険
委
員
会

賛
成　
フ
ァ
ー
ス
ト
バ
ー
ス
デ
―
サ
ポ

ー
ト
事
業
は
素
晴
ら
し
い
事
業
。

賛
成　
国
立
駅
南
口
子
育
ち
・
子
育
て

応
援
施
設
は
こ
こ
が
勝
負
ど
き
。
子
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
は
良
か
っ

た
。
保
育
士
の
人
材
確
保
を
。

賛
成　
フ
ァ
ー
ス
ト
バ
ー
ス
デ
ー
サ
ポ

ー
ト
事
業
に
は
く
に
P
a
y
の
検
討
を
。

建
設
環
境
委
員
会

賛
成　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
安
全
対

策
が
一
番
で
あ
る
。

賛
成　
道
路
の
拡
幅
は
、
今
後
も
地
域

の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
。

賛
成　
本
田
家
住
宅
の
周
辺
地
権
者
に

感
謝
す
る
。

令和６年度国立市一般会計補正予算（第５号）案が全会一致で可決されました第62号
議案

国立市子ども基本条例案が全会一致で可決されました第59号
議案

子どもの権利を規定し保障
することを定める条例案です

国立市議会 検索
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会派略称
自＝自由民主党（石井伸之・青木健・髙柳貴美代（議長）・遠藤直弘・大谷俊樹） 風＝社民・ネット・風（藤田貴裕・関口博・古濱薫・中谷絢子）
公＝公明党（香西貴弘・青木淳子・山口智之） 共＝日本共産党（住友珠美・矢部新） 新＝新しい議会（藤江竜三・石井めぐみ）維＝日本維新の会（中川貴大）
立＝立憲民主党（稗田美菜子） こ＝こぶしの木（上村和子） み＝みらいのくにたち（望月健一）  耕＝耕す未来＠くにたち（小川宏美）

令和６年第４回定例会  　令和６(2024)年10月31日～11月21日　各会派の議案等への賛否　〇：賛成　×：反対 　退：退席　  欠：欠席

議案
番号 件    名 概   要

会派名（人数は議長を除く数） 議決
結果自

4
風
4
公
3
共
2
新
2
維
1
立
1
こ
1
み
1
耕
1

市　
長　
提　
出　
議　
案

予

算

第62号 令和6年度国立市一般会計
補正予算（第5号）案

【補正額:＋６億952万7,000円】【補正後総額:398億7,194万3,000円】
【主な内容】公立学校の給食費を無償化するための学校給食用食材購入費補助金、こども医療費助成
事業費、国立駅南口子育ち・子育て応援施設開設準備事業費、生活保護関係扶助費等による増額 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第63号 令和6年度国立市国民健康保
険特別会計補正予算（第2号）案

【補正額:＋１億6,577万6,000円】【補正後総額:73億1,478万8,000円】
【主な内容】一般被保険者高額療養費、出産育児一時金等による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第64号 令和6年度国立市介護保険特
別会計補正予算（第2号）案

【補正額:△34万1,000円】【補正後総額:67億6,838万9,000円】
【主な内容】職員構成の変動及び決算見込み等による減額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第65号 令和6年度国立市下水道事
業会計補正予算（第1号）案

【補正額:収益的収入△863万8,000円】　 【補正後総額:19億7,974万7,000円】
【補正額:収益的支出△1,480万6,000円】 【補正後総額:18億8,478万4,000円】
【補正額:資本的収入△687万4,000円】 　 【補正後総額:15億8,578万2,000円】
【補正額:資本的支出△1,078万8,000円】 【補正後総額:19億2,637万6,000円】
【主な内容】下水道債の償還額の確定、執行見込み等による。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

条

例

第59号 国立市子ども基本条例案 児童の権利に関する条約の精神にのっとり、国立市に関わる全ての子どもの権利を保障し、社会全体で子どもを支え合う
仕組みを定めることにより、子どもが自分らしく幸せに生き、育つことができるまちを実現するため、条例を制定する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第60号

国立市行政手続における特定の個
人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部を改正する条例案

市町村における東京都の事務処理の特例に関する条例に基づき市が処理することとさ
れている心身障害者の医療費の助成に関する事務を効率的に実施するために、当該事
務について、個人番号を利用することができる事務として条例に定めるため、条例の
一部を改正する。

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × 可 決

第61号 国立市下水道事業の設置等に関す
る条例の一部を改正する条例案 地方自治法の一部改正に伴い、規定の整理を行うため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

そ
の
他

第54号
専決処分事項の報告及び承認
について［令和6年度国立市
一般会計補正予算（第4号）］

【補正額:＋4,758万1,000円】【補正後総額:392億6,241万6,000円】
【主な内容】衆議院議員選挙に係る人件費等関連経費による増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承 認

第55号 国立第二小学校改築工事（建築工
事）請負変更契約の締結について 契約金額を9,392万2,929円増額するため、議会の議決を求める。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第56号 国立第二小学校校舎改築工事（電気設
備工事）請負変更契約の締結について 契約金額を330万5,354円増額するため、議会の議決を求める。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第57号 国立第二小学校校舎改築工事（機械設
備工事）請負変更契約の締結について 契約金額を11万3,297円増額するため、議会の議決を求める。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第58号
令和5年度国立市南部中継ポンプ場
改築工事（電気設備工事）（債務負担
行為）請負変更契約の締結について

契約金額を463万5,409円増額するため、議会の議決を求める。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第66号 国立駅南口子育ち・子育て応援テ
ラスの指定管理者の指定について 指定の期間:令和7（2025）年2月1日から令和12（2030）年3月31日まで 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第67号 遊園における草刈り作業中に発生し
た車両損傷事故に係る和解について

市の管理する上峯下第二遊園の草刈り作業中に飛散した小石等が、近隣宅地に駐車していた車両に当たり
発生した車両損傷事故について、相手方との間で和解の合意に達したので、和解するため、提案する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第68号 国立市監査委員選任の同
意について 庄司 雅氏【任期:令和7（2025）年1月1日～令和10（2028）年12月31日】 無記名投票(投票総数:20票)

同意:19票、不同意:１票(うち白票０票) 同 意

認定第1号 令和5年度国立市一般会計歳入歳出決算（継続審査分）

令和6年第3回定例会（9月議会）において、決算特別委員会に付託し、閉会中の継続審
査としたもの。

〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 認 定

認定第2号 令和5年度国立市国民健康保険特
別会計歳入歳出決算（継続審査分） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認 定

認定第3号 令和5年度国立市介護保険特別
会計歳入歳出決算（継続審査分） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認 定

認定第4号 令和5年度国立市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算（継続審査分） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 認 定

認定第5号 令和5年度国立市下水道事業会計決算（継続審査分） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 認 定

第53号 令和5年度国立市下水道事業利益剰
余金の処分について（継続審査分） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

議
員
提
出
議
案

意
見
書

第4号
同性婚を認め、選択的夫婦別姓を
認める法整備の実現に向けた活発
な国会審議を求める意見書案

【提出者:上村和子議員ほか3名】(賛成者　8名)
・同性婚、選択的夫婦別姓は憲法13条の幸福追求権及びウェルビーイングにもつながる大切な権利である。
・同性婚を認め、選択的夫婦別姓を認める法整備の実現に向けた、活発な国会審議を国立市議会として求める。

× 〇 〇
欠1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

陳　
　
情

第12号 女性管理職の積極的登用
に関する陳情

【陳情者:国立市民】陳情事項
１.女性管理職の積極的登用はどのように進捗しているか、第3期特定事業主行動計画(数値目標
や達成期限)に照らして、管理的地位にある職員(管理職)に占める女性職員の割合はどのように
推移しているか、確認したい。また、これまでの施策と結果を振り返った市の見解を伺いたい。
２.今後の女性管理職の積極的登用に関する市の方針について確認したい。第3期特定事業主行動
計画にある短期目標および中期目標に向けた施策と達成見込みを伺いたい。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採 択

第13号

米不足と価格高騰への対
策・従来の減反方針から
の米政策の転換を求める
意見書の提出を国に求め
る事に関する陳情

【陳情者:国立市民】陳情事項
国立市議会より国と政府（衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務
大臣、農林水産大臣）に対し意見書の提出を求めます。
１.速やかに価格高騰対策を実施するとともに、米価を市場原理に委ねるのではなく、その安定対策を積極
的に図ること。
２.農家への所得補償、農産物の価格保障を抜本的に充実し、大多数の農業者が農業に希望を持って安定し
て生産を続けられる条件を整えること。
３.政府備蓄米の活用も含め、生産者団体や流通・小売業界と協力し、店頭に十分な米が出回るよう緊急対
策を講じるとともに、これにより生産者に価格の変動による不利益を生じさせないよう対策すること。
４.価格高騰により米の小売業者の仕入資金が不足していることから、借入条件の優遇、別枠融資、利率の
軽減等の緊急対策を講じること。
５.備蓄米の支給制度を低所得者や貧困家庭へも行き届くような制度に改めること。

× 〇 × 〇 × × 〇 〇 × 〇 不採択

第14号

自民党派閥の政治資金
パーティー裏金事件によ
り表面化した、金権腐敗
政治を根絶し、「政治と金」
に関する国民の政治不信
を払拭する観点から、政
治資金規正法の抜本的改
正を求める意見書の提出
を国に求める事に関する
陳情

【陳情者:国立市民】陳情事項
国立市議会より国と政府（衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、
総務大臣、法務大臣）に対し意見書の提出を求めます。
１.政党から政治家個人に対して支出される「政策活動費」は、使途も明らかにされないまま毎年数十億円もの支
出が行われている。すべての使途を国民に明らかにできない「政策活動費」の支出は禁止するよう求める。
２.「政策活動費」の使途について「10年後の公開」となったが、「10年間は公開しない」ことを認めるのでは、不
透明な資金の支出をこのまま続けることになる。「政策活動費」を維持する場合には、毎年の使途報告と公開を義
務とするよう求める。
３.「裏金」づくりに使われた「政治資金パーティ券」の購入者の公表基準を、1回のパーティーで「5万円」に引き下
げるとされたが、「１回あたり5万円未満」であれば１年間にいくら購入しても公表されないことになる。「政治
資金パーティー券」の購入は政治資金規正法が禁止する企業団体献金の温存であり代替手段となっていること、
裏金づくりの抜け道が残されることから、「政治資金パーティー」そのものを禁止するよう求める。
４.政治家に会計責任者と同等の責任を負わせる措置を講ずること。

× 〇 × 〇 × 退 〇 〇 × 〇 不採択

第15号 指定管理者及び開発道路
の疑義解明を求める陳情

【陳情者:瑞穂町民】陳情事項
１.指定管理者制度に関する疑義がある。　２.道路開発に関する疑義がある。 × × × × × × × × × × 不採択

選
挙

国立市選挙管理委員会委員及び補充員
の選挙について

単記無記名投票により、各4名を選出【投票総数:21票(うち有効投票 20票・無効投票 1票】
任期:令和6(2024)年12月28日から令和10(2028)年12月27日
〇国立市選挙管理委員会委員　　　　　関 文夫氏(8票)、大橋 康男氏(4票)、小田 克彦氏(4票)、矢野 きく子氏(4票)
〇国立市選挙管理委員会委員補充員　　保科 寛治氏(8票)、石澤 勝二氏(4票)、森平 友子氏(4票)、山田 高資氏(4票)

当 選

トピックス

トピックス

トピックス

トピックス
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令和5年度　
定認定認一般会計決算を　　 　  、各特別会計・公営企業会計決算を　　　　  

ＧＩＧＡスクールでは、子どもの個人情報を守れ
社民・ネット・風　4名　不 認 定

　約25億円のお金をかけ新給食セ
ンター整備事業をＰＦＩで行った。
建設は、直営よりＰＦＩの方が約
３億８千万円安いが、運営はＰＦ
Ｉの方が約２億円高い。運営は直
営の方が安いのにＰＦＩを選んだ
明快な理由が議会で述べられてい
ない。生ごみ堆肥化はもっと進め
るべきだが、堆肥化したものを市
内で全部使い切れていない。他市
では生ごみやおむつを低温で分解
し、石鹸の原料などに再利用でき
る実証実験を行ったり、天ぷら油
を回収してごみ収集車の燃料とし

ている。循環型社会を目指し、生
ごみなどを資源と考え直す時期に
きている。市は昨年度、地球温暖
化対策実行計画を策定した。しか
しこの内容は省エネ機器設置に対
する補助金や断熱の勧めなど、今
まで行ってきたものと全く変わら
ない。１千６百万円という多額の
予算をつけた意義が見いだせない。
ＧＩＧＡスクールでは、保護者の
同意を得ずに子どもの氏名や学校
名等をグーグルやベネッセに提供
していたためこの決算は認められ
ない。

令和5年度決算に対する
会派代表討論（要旨）

【会派名簿順に掲載／認定・不認定は一般会計について】

※ 会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字
数に違いがあります。

永見市政の子育て子育ち政策の成果大いに評価する
自由民主党　4名　認  定

　令和５年度国立市決算を全て認
定します。新型コロナが５類とな
りコロナ禍から平時に移行する大
変な一年でした。「次世代の育
成」「国立ブランドの向上」「安
心安全の確保」の３つの視点から
政策を進める中で、「次世代の育
成」子育て・子育ち支援の成果が
出始めていると感じます。矢川プ
ラスのオープンや新給食センター
の運用開始、第二小学校建て替え、
こども医療費助成拡充など、多く
の子育て施策により、永見市長が
掲げる「持続可能な活力あるまち」

の実現に向け取り組んでいる事を
大いに評価します。しかし子育て
支援や子育て世代に対しての住み
やすさなどの情報発信、決算資料
などでのアピール強化を求めます。
　要望として、残業時間の削減や
職員への偏った負担の軽減、行う
事業は市内事業者を使うこと、自
治会の会員数を増やす施策と支援、
不用額を少なくする事での財政の
弾力化を求めます。来年も市長と
共に市政発展に向けて協力してい
きたいと思います。真摯に働く職
員に敬意を表します。

物価高騰に対応した財政運営と共に市民に寄り添った支援を評価
公明党　３名 認  定

　令和５年度の全ての歳入歳出決
算に対して認定する。普通交付税
不交付団体となり、エネルギー高
騰を始め物価高騰による経費の増
大の影響を受けながらも経常収支
比率を98.9％と抑えることができ
たことを評価する。弾力性ある財
政運営ができるよう更なる行財政
改革を期待する。市税の収納率は
100％に近く、収納率の高さは市町
村総合交付金の経営努力割の増と
なり、ひいては市民生活向上に繋
がっていく。担当職員の地道な努
力と共に全国トップ水準を保つ市

民の納税意識の高さに深く感謝す
る。歳入総額は前年度比16億
2,595万円増となり納税義務者の
増や新築による固定資産税増加が
要因だ。
　物価高騰の影響を注視し、市民
生活向上に寄与する財政運営を望
む。都市計画税が前年度比1,670
万円増となり、市債の償還が進み
都市計画事業基金が積み立てられ
た。今後南武線立体交差化に付随
する都市計画道路の整備。下水雨
水管の整備など良好なまちづくり
に寄与することを期待する。

開催日：令和6年10月3日・4日・7日・8日　　委員長：大谷 俊樹　副委員長：中谷 絢子決算特別委員会
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自由民主党

・ネーミングライツ
・デジタル地域通貨推進
・ 都市間交流、ルッカ市との

進捗状況
・ 環境センター（外部委託な

ど）
・城山さとのいえの活用状況
・ 小学校施設改築での樹木の

管理

社民・ネット・風

・ 空き家対策は福祉の視点で
利活用の取り組み

・ 生ごみ堆肥化事業継続のた
めの新たな方策

・ 太陽光発電機蓄電池を無償
供与するPPAの導入

・ 子ども教育ＩＣＴ化におけ
る個人情報保護の重視

・ 森林環境譲与税に係る剰余
積み立て金の使い道

・ 学童保育所での災害備蓄品
の備蓄計画の有無

公明党

・ 歩道・自転車道除草等清掃
業務委託

・ 狭隘道路拡幅整備助成に係
る事業

・ 旧国立駅舎管理運営に係る
事業

・地域介護予防活動支援事業
・ 口腔機能向上事業のお口の

フレイル予防教室
・ フレイル予防サポーターの

活動状況

日本共産党

・ 実態に合った、生活保護受
給世帯に対する夏季加算

・ 職員のメンタルヘルス対策
と働き方

・ 住宅確保要配慮者に対する
支援の在り方

・ 国民健康保険の保険料水準
統一化による値上げの諮問

5

  主 な 質 疑 項 目　　　

市民の意見が反映される市政運営を求める
日本共産党　2名 不 認 定

 「失われた30年」といわれる経
済停滞と、物価高騰が市民の暮ら
しや事業者の生業に深刻な影響を
及ぼしている。この深刻な閉塞感
を打開する抜本的な方策が求めら
れており、市民が納めた税金は物
価高騰で暮らしが大変な市民生活
を支える事にこそ使うべきであり、
支援のための補助金はまだまだ必
要。共産党が以前より要望してい
た学校給食費無償化実施が推進さ
れ良かったが、物価高騰の影響下、

もっと早期に一部実施などを含め
た段階的でも取組みを進めるべき
だった。有機フッ素化合物PFAS
について、市が行う水質調査にこ
の項目が無く、調査の検討がされ
ていない事は問題である。調査を
行えるよう予算をつけるべき。
認知症高齢者見守り事業の利用者
が１名と実態と合っていない。
2025年問題も目前、置き去りにし
ない対応が必要。

子どもを育てる環境整備と教育費の増額は未来への投資と評価する
新しい議会　2名　認  定

　経済の正常化が進み、大手企業
などで賃上げが行われたことで、
コロナ禍で滞っていた消費行動が
一気に動き出し、給与所得者の多
い国立市では、個人市民税が増加
し、家屋の建設などで固定資産税
も増加した。
　個人市民税の増により３年ぶり
に普通交付税の不交付団体になっ
たが、国立市は義務的経費の比率
が東京26市の中でトップである。
独自の政策で必要不可欠な市民サ

ービスを行う自治体が不交付団体
となり、「ふるさと納税」の減収
分を補填されない現在の制度には
異議を申し立てたい。
　苦しい財政状況の中でも、子育
ての喜びを生み出す環境整備に多
額の予算が使われたことは、未来
への投資であると大いに評価する。
厚労省から示された国民保険料の
水準を都道府県ごとに統一化させ
るプランについては、今後注視す
る必要があると考える。

親・子どもに会えなくなった実子誘拐の被害者の相談体制構築を！
日本維新の会　1名　認  定

　給食ステーションが無事スター
トしたことを評価。引きこもり支
援も引き続きお願いする。創業塾
や、くにビズの取組も評価するが、
フォローアップを。子どもや親に
会えない連れ去り被害者への対応

や相談体制が見られないが、改善
を求める。農業まつりの拡充・拡
大を。子育ち・子育て応援施設に
ついても楽しみにしている。トイ
レ改修など市民の利便性向上を。
持続可能な社会保障制度が重要。

一般会計も特別会計も苦しくても事業を諦めない取り組みを評価
立憲民主党　1名 認  定

　2023年度決算は例月監査を監査
委員として見てきた集大成であり、
単月収支には資金不足が生じ、前
年度比2.5倍以上の繰り替え運用
を行い決算を結んだことで今後の
基金の運用状況と残高は注視して

いくことを指摘。
　事業はアレルギー対応ができる
食育推進・給食ステーションの整
備。子ども医療費の保護者の所得
制限の撤廃を代表する現役世代支
援の拡大を高く評価し認定。

共に学び、共に育ち合うフルインクルーシブ教育推進を高く評価！
こぶしの木　1名 認  定

　教育大綱に基づくフルインクル
ーシブ教育推進事業の本格的開始
を高く評価！市民参加型の考える
会の開催、東大バリアフリー教育
開発研究センターとの協定、小さ
い頃から、出会い助け合う、みん

な違って、みんないいを体感でき
る貴重な教育がいくつも実践され
ている。又、２小校舎建てかえに
伴う、子ども・保護者・市民との
二小樹木保存協定実施は非常に貴
重。今後の環境教育に生かせ！

国立市の特徴は、文教都市。教育費増額し、教育のまちづくりを！
みらいのくにたち　1名　認  定

　すべての決算を認定。職員の休
職率が高いことから、行財政改革
は、職員体制のバランスを考えて
ほしい。次年度予算案の要望は３
点、①教育・子どもの支援②健康
医療福祉のまちづくり③文教都市

くにたちのさらなる展開、である。
富士見台地域、南部地域のさらな
る発展は、地域住民の声をよく聴
いて進めるべきである。国立の特
徴は文教都市。教育費を増やし教
育のまちづくりを進めてほしい。

開発偏重、地域に恩恵の無い委託を止め、住民本位の行政へ転換！
耕す未来＠くにたち　1名　不 認 定

　決算を不認定とした３つの理由。
①PFI調理委託で学校給食の質は
保てるのか。委託費約１億8,500
万円／年。労働環境と賃金体系、
災害時の炊き出しや避難所への配
給の可能性が明確ではなかった。

②開発偏重の都市計画のままで、
良好な住環境と景観が壊されてい
る。急ピッチで対応すべき。③65
歳以上が1千人づつ増えている。
分かりやすい情報提供こそ命を救
う第一歩。不断の努力を求める。

市税
42.22%

国庫支出金
20.18%

都支出金
14.85%

地方消費税
交付金4.84%

市債
6.77%

繰入金2.24%

使用料及び手数料
1.84%

地方交付税0.19%繰越金2.11%

諸収入1.23%

その他3.53%

歳　入
376億6,957万
6,690円

歳　出
369億8,490万
709円

消防費2.97%

民生費
50.59%

総務費
8.14%

衛生費
6.17%

土木費
6.28%

教育費
16.17%

議会費0.82%
その他0.59%諸支出金3.61%

公債費4.66%

市税
42.22%

国庫支出金
20.18%

都支出金
14.85%

地方消費税
交付金4.84%

市債
6.77%

繰入金2.24%

使用料及び手数料
1.84%

地方交付税0.19%繰越金2.11%

諸収入1.23%

その他3.53%

歳　入
376億6,957万
6,690円

歳　出
369億8,490万
709円

消防費2.97%

民生費
50.59%

総務費
8.14%

衛生費
6.17%

土木費
6.28%

教育費
16.17%

議会費0.82%
その他0.59%諸支出金3.61%

公債費4.66%

※ 端数処理の関係上、
構成比合計が100％
にならない場合があ
ります。

新しい議会

・ 子どもから要望の多い、学
校への冷水機設置

・ インフレに伴う、各種補助
金等の見直し

・ 道路維持管理作業と就労支
援事業とのマッチング

・ 最低賃金水準スレスレの家
庭と子どもの支援員報酬

日本維新の会

・ 連れ去り被害者への対応や
相談体制は人権問題

・ ひきこもり支援推進体制立
ち上げ支援補助金の活用

立憲民主党

※ 決算特別委員会では、監査
委員としての立場であった
ため、質疑を行いませんで
した。

こぶしの木

・ フルインクルーシブ教育の
推進

・二小樹木保存協定の意義

みらいのくにたち 

・教員の時間外労働
・認知症高齢者見守り事業

耕す未来＠くにたち

・まちづくり条例に係る事業
・ 介護保険べんり帳の活用状

況

令和５年度一般会計歳入歳出決算額の構成比
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一般質問とは、議員個人が市政全般について行政当局（市長や教育委員会など）に質問することです。
一般質問発言順に、各議員本人が要旨をまとめたものを掲載しています。

永
見
市
政
の
４
年
間
を
振
り
返
る

景
観
・
環
境
・
食
・
財
政
健
全
化

耕
す
未
来
＠
く
に
た
ち　
小
川
宏
美
議
員

Q
富
士
見
通
り
の
富
士
山
眺

望
の
視
点
場
を
円
形
公
園
に

定
め
、
ま
た
、
高
度
地
区
の

導
入
等
に
着
手
す
る
こ
と
で

マ
ン
シ
ョ
ン
解
体
の
惨
事
が

二
度
と
起
き
な
い
よ
う
急
ぎ

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

A
‘90
年
に
要
望
を
受
け
て
容

積
率
を
緩
和
し
、
現
在
高
さ

制
限
が
無
い
状
態
。
沿
道
の

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を
今
後

も
聞
い
て
い
く
。

Q
箱
も
の
を
造
る
際
の
重
要

課
題
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
・

省
エ
ネ
の
環
境
配
慮
型
で
あ

る
。
給
食
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

光
熱
費
が
大
幅
増
と
い
う
が
、

ど
の
位
上
が
っ
た
の
か
。

A
約
1
千
400
万
円
の
増
加
だ
。

Q
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
建
設
だ
っ

た
か
ら
中
身
に
口
が
出
せ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
公

設
の
方
が
良
か
っ
た
の
で
は
。

A
物
価
高
騰
も
あ
り
、
一
定

の
上
昇
は
や
む
を
得
な
い
。

Q
委
託
業
者
が
募
集
す
る
調

理
補
助
パ
ー
ト
の
時
給
は
、

公
立
保
育
園
の
同
パ
ー
ト
よ

り
低
い
。
多
摩
市
、
杉
並
区

の
よ
う
に
、
最
低
賃
金
を
決

め
る
公
契
約
条
例
を
制
定
し

て
労
働
環
境
を
守
る
べ
き
。

ま
た
、
今
夏
に
始
ま
る
と
説

明
さ
れ
て
い
た
学
童
へ
の
給

食
提
供
は
い
つ
始
ま
る
の
か
。

A【
教
育
長
】コ
ス
ト
の
検
討

を
私
か
ら
指
示
す
る
。

他
、
毎
年
10
億
円
の
財
源
不

足
、
財
政
調
整
基
金
が
１
億

を
切
る
予
測
に
つ
い
て
質
問
。

宏
美
議
員

ま
ち
の
要
、
商
店
街
を
元
気
に
！

認
知
症
見
守
り
事
業
を
前
進
へ
！

日
本
共
産
党　
住
友
珠
美
議
員

Q
近
年
、
様
々
な
要
因
に
よ

り
増
加
し
て
い
る
空
き
店
舗

を
利
用
し
て
、
商
店
街
の
活

性
化
に
繋
げ
て
は
ど
う
か
。

A
国
立
市
で
は
富
士
見
台
名

店
街
の
ま
ち
か
ど
ホ
ー
ル
や
、

富
士
見
台
ト
ン
ネ
ル
の
シ
ェ

ア
商
店
の
事
例
が
あ
る
。

Q
や
さ
し
い
雇
用
の
創
出
を

目
指
し
就
労
体
験
開
拓
マ
ッ

チ
ン
グ
モ
デ
ル
事
業
を
行
っ

て
い
る
が
、
開
拓
先
と
受
け

入
れ
側
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

A
社
会
福
祉
法
人
や
繋
が
り

の
あ
る
商
店
街
に
依
頼
し
て

い
る
。
仕
事
を
シ
ェ
ア
す
る

事
で
、
コ
ア
業
務
に
集
中
出

来
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

Q
離
婚
後
の
共
同
親
権
導
入

は
子
ど
も
の
権
利
や
実
態
に

沿
っ
た
対
応
に
つ
い
て
問
題

が
あ
り
慎
重
さ
が
必
要
で
あ

る
が
、
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

A
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を

担
保
す
る
事
と
、
周
知
啓
発

や
職
員
の
研
修
が
必
要
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

Q
児
童
相
談
所
か
ら
の
逆
送

致
に
よ
る
、
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
量
増
加

の
対
策
は
取
っ
て
い
る
の
か
。

A
人
員
増
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
は
国
や
都
の
補
助
金

を
活
用
し
て
対
応
す
る
。

Q
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事

業
の
利
用
者
数
が
少
な
く
実

態
に
合
っ
て
い
な
い
。
改
善

を
求
め
る
が
市
の
見
解
は
。

A
実
施
手
順
の
簡
略
化
や
状

況
に
合
わ
せ
て
対
応
す
る
。

価
値
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
と

﹁
新
し
い
認
知
症
観
﹂の
実
現
施
策

新
し
い
議
会　
石
井
め
ぐ
み
議
員

Q
市
民
か
ら
要
望
の
多
い
、

周
辺
の
環
境
と
調
和
し
な
い

看
板
や
広
告
を
無
く
す
取
り

組
み
は
で
き
る
の
か
。

A
景
観
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
中
で
、
一
定
の
ル
ー
ル

を
設
け
る
こ
と
を
検
討
中
。

Q
大
学
通
り
の
景
観
を
損
な

わ
な
い
よ
う
、
桜
の
伐
採
や

植
え
替
え
に
関
す
る
長
期
的

な
視
点
で
の
計
画
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
あ
る
の
か
。

A
樹
勢
が
衰
え
回
復
の
見
込

み
が
な
い
桜
は
計
画
的
に
更

新
す
る
。
後
継
樹
と
な
る
若

木
を
植
樹
し
、
将
来
的
に
は

150
本
以
上
の
桜
並
木
を
維
持

で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

Q
若
い
方
に
人
気
の
あ
る
南

部
地
域
の
住
環
境
整
備
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

A
市
道
や
狭
隘
道
路
の
整
備

の
他
に
、
健
康
ま
ち
づ
く
り

の
視
点
で
夜
も
明
る
く
見
通

し
の
よ
い
道
路
や
電
柱
の
な

い
道
の
整
備
な
ど
、
安
全
安

心
な
住
環
境
を
形
成
し
た
い
。

Q
認
知
症
に
な
っ
て
も
自
由

に
歩
き
、
今
の
ま
ま
の
暮
ら

し
を
楽
し
め
る
よ
う
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
、
お

知
ら
せ
機
能
付
き
の
二
次
元

コ
ー
ド
を
導
入
で
き
な
い
か
。

A
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ

で
読
み
取
る
と
、
家
族
等
に

通
知
が
送
ら
れ
る
ほ
か
、
接

す
る
と
き
の
注
意
点
な
ど
も

表
示
さ
れ
、
利
点
が
多
い
。

導
入
自
治
体
の
事
例
を
調
査

し
て
可
能
性
を
検
討
し
た
い
。

議
員

市
民
か
ら
介
護
を
遠
ざ
け
る
な

﹁
べ
ん
り
帳
﹂の
配
布
再
開
を

日
本
共
産
党　
矢
部
新
議
員

Q
特
別
支
援
学
級
で
は
校
外

学
習
な
ど
の
際
に
人
手
不
足

が
深
刻
と
聞
く
。
ど
う
対
応

し
て
い
る
か
。

A
従
来
は
支
援
員
が
校
外
学

習
の
引
率
を
行
う
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
二
・三
年
前
か

ら
校
長
判
断
で
引
率
も
可
能

と
し
て
い
る
。

Q
そ
の
措
置
が
あ
っ
て
な
お

人
手
不
足
と
い
う
こ
と
か
。

A
支
援
時
間
の
枠
が
限
ら
れ

て
お
り
、
校
外
学
習
に
充
て

る
分
の
時
間
を
や
り
く
り
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Q
急
き
ょ
解
体
が
決
ま
っ
た

富
士
見
通
り
沿
道
の
マ
ン
シ

ョ
ン
問
題
を
ど
う
総
括
し
て

い
る
か
。

A
法
令
の
も
と
、
可
能
な
範

囲
の
取
組
を
し
た
。

Q
沿
道
地
域
に
お
い
て
具
体

的
な
高
さ
規
制
を
設
け
る
考

え
は
あ
る
か
。

A
現
状
で
は
沿
道
の
ま
ち
づ

く
り
に
は
課
題
が
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
検
討

し
た
い
。

Q
こ
れ
ま
で
全
戸
配
布
だ
っ

た「
介
護
保
険
べ
ん
り
帳
」の

郵
送
配
布
が
75
歳
以
上
の
み

に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

A
利
用
の
中
心
に
な
る
年
代

へ
情
報
が
届
く
よ
う
決
め
た
。

Q
介
護
は
75
歳
未
満
の
市
民

に
も
重
要
。
全
戸
配
布
に
戻

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
工
夫
し
つ
つ
検
討
し
た
い
。

他
、
公
園
の
整
備
等
を
質
問
。

公
共
施
設
の
再
整
備
・
農
地
の
活
用
・

避
難
所
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

公
明
党　
山
口
智
之
議
員

Q
活
用
さ
れ
て
い
な
い
農
地

を
市
が
借
り
上
げ
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
耕
作
し

給
食
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
納
入

と
い
う
事
を
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
こ
れ
が
農
地
の
有
効

活
用
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

地
元
産
野
菜
納
入
率
が
上
が

る
の
で
は
な
い
か
。

A
市
が
借
り
る
事
に
な
る
と
、

事
業
主
体
が
農
家
と
な
ら
ず

農
業
振
興
の
趣
旨
か
ら
外
れ

て
し
ま
う
の
で
難
し
い
。
農

協
の
中
で
学
校
給
食
に
特
化

し
た
生
産
部
会
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
て
い
る
。

Q
市
の
公
共
施
設
保
全
計
画

に
は
、
‘29
年
か
ら
‘31
年
に
か

け
て
4
校
の
小
中
学
校
の
建

て
替
え
が
計
画
さ
れ
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

A
改
訂
予
定
の
学
校
施
設
整

備
基
本
方
針
の
中
で
10
〜
20

年
先
を
イ
メ
ー
ジ
し
整
理
し

た
い
。

Q
六
小
の
避
難
所
開
設
訓
練

に
参
加
し
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
の
問
題
点
が
分
か
っ

た
。
ず
れ
な
い
よ
う
に
固

定
・
夜
間
使
用
等
、
設
置
だ

け
で
な
く
実
際
に
使
用
し
た

こ
と
は
あ
る
か
。

ま
た
、
運
動
会
等
で
実
際
に

使
用
し
て
改
善
を
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
。
ぜ
ひ
好
事

例
を
学
ん
で
、
生
か
し
て
欲

し
い
。

A
実
際
に
訓
練
時
の
使
用
は

無
い
。
固
定
器
具
や
照
明
器

具
は
順
次
配
置
し
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

導
入
で
学
校
は
ひ
ら
く
の
か

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
風　
中
谷
絢
子  

議
員

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル（
学
校
運
営
協
議
会
）を
今

年
度
か
ら
導
入
し
た
理
由
は
。

A
学
校
だ
け
で
は
解
決
が
難

し
い
案
件
が
積
み
重
な
っ
て

き
た
状
況
と
、
公
募
に
よ
る

教
員
の
異
動
が
多
く
な
り
、

優
秀
な
人
材
が
配
置
さ
れ
に

く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
導

入
を
前
提
と
し
て
得
て
い
た

補
助
金
が
今
後
得
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期

に
導
入
を
決
め
た
。

Q
校
長
推
薦
の
推
進
員
１
名

ず
つ
が
来
年
度
は
さ
ら
に
４

校
で
設
置
さ
れ
、
市
内
６
校

と
な
る
が
活
動
の
進
め
方
は
。

A
各
校
の
自
主
性
に
委
ね
る
。

Q
空
き
家
の
実
態
調
査
と
分

析
は
。

A
売
却
用
の
空
き
家
を
除
い

た
空
き
家
率
は
1.73
％
。

Q
国
立
市
空
家
等
対
策
計
画

（
素
案
）か
ら
、
今
後
の
利
活

用
の
具
体
策
は
。

A
東
京
都
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相

談
窓
口
の
活
用
を
検
討
。

Q
学
校
給
食
配
膳
室
に
エ
ア

コ
ン
設
置
が
な
い
こ
と
は
人

権
問
題
で
も
あ
る
が
、
今
後

の
設
置
見
通
し
は
。

A
ス
ペ
ー
ス
・
電
力
容
量
の

問
題
で
難
し
い
。

Q
南
部
の
交
通
不
便
地
域
に

関
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
導
入
見
通
し
は
。

A
国
立
市
地
域
公
共
交
通
計

画
策
定
の
中
で
検
討
し
て
い

く
。

絢
子

人
権
・
平
和
施
策
の
更
な
る
推
進
で

﹁
平
和
の
文
化
﹂の
構
築
を

公
明
党　
香
西
貴
弘
議
員

Q
永
見
市
長
が
人
権
・
平
和

の
施
策
を
最
も
重
要
視
し
て

き
た
理
由
は
何
か
。

A
平
和
的
文
化
の
醸
成
こ
そ

が
唯
一
争
い
を
克
服
す
る
道
。

そ
の
役
割
を
担
う
の
が
住
民

に
身
近
な
存
在
の
自
治
体
で

あ
る
と
考
え
る
か
ら
。

Q
被
爆
80
年
を
機
に
広
島
市

が
原
爆
投
下
時
前
後
の
状
況

を
疑
似
体
験
で
き
る
Ｖ
Ｒ
映

像
と
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
の
貸
出

し
を
開
始
し
た
が
、
子
供
達

の
平
和
学
習
で
活
用
で
き
な

い
か
。

A
効
果
的
な
活
用
が
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
く
。

Q
国
立
市
平
和
都
市
宣
言
を

作
者
の
意
図
が
伝
わ
る
形
で

市
の
玄
関
と
言
え
る
適
切
な

場
所
に
設
置
で
き
な
い
か
。

A
丁
寧
に
検
討
を
進
め
た
い
。

Q
孤
独
や
孤
立
と
い
う
新
た

な
地
域
課
題
で
の
支
援
策
は
。

A
包
括
的
な
断
ら
な
い
相
談

支
援
窓
口
の
整
備
と
と
も
に
、

包
摂
的
な
地
域
社
会
の
構
築

の
た
め
に
居
場
所
と
相
談
支

援
の
連
携
が
機
能
す
る
よ
う

体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

Q
公
立
学
校
で
の
法
教
育
や

先
生
方
の
著
作
権
に
関
す
る

研
修
等
、
行
政
書
士
等
の
力

を
お
借
り
し
て
は
ど
う
か
。

A
外
部
の
御
力
を
借
り
て
の

研
修
会
は
有
意
義
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
形
が
良
い
の
か

今
後
検
討
し
て
み
た
い
。

他
、
統
合
型
・
公
開
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
質
問
。

地
域
経
済
の
循
環
と
子
育
ち
を
問
う
！

く
に
Ｐ
ａ
ｙ
と
子
ど
も
基
本
条
例

自
由
民
主
党　
大
谷
俊
樹
議
員

Q
く
に
Ｐ
ａ
ｙ
の
将
来
像
は
。

A
国
立
市
民
の
生
活
行
動
様

式
に
有
益
な
変
化
を
も
た
ら

す
。
市
内
経
済
の
好
循
環
、

市
の
施
策
や
事
業
を
効
果
的

に
推
進
す
る
。
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、

利
用
者
と
加
盟
店
双
方
の
国

立
市
へ
の
愛
着
の
醸
成
等
。

人
と
人
の
繋
が
り
を
深
め
て
、

地
域
経
済
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
双
方
を
活
性
化
す

る
こ
と
が
、
目
指
す
将
来
像
。

Q
議
員
は
全
員
、
使
っ
て
い

る
と
信
じ
て
い
る
が
、
職
員

も
使
う
取
り
組
み
は
。

A
11
月
1
日
か
ら
、
く
に
Ｐ

ａ
ｙ
に
チ
ャ
ー
ジ
し
て
20
％

ポ
イ
ン
ト
付
与
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
始
め
た
。
非
常
に
還
元

率
が
高
い
の
で
職
員
は
遠
慮

し
て
い
る
。
た
だ
こ
れ
は
一

つ
の
制
度
な
の
で
職
員
も
対

象
。
多
く
の
職
員
に
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
を

し
て
い
く
。

Q
国
立
市
子
ど
も
基
本
条
例

が
実
現
す
る
こ
と
は
。

A
国
立
市
に
関
わ
る
全
て
の

子
ど
も
た
ち
の
、
自
分
ら
し

く
幸
せ
に
生
き
る
・
育
つ
権

利
を
保
障
す
る
こ
と
。
こ
の

権
利
は
義
務
の
対
価
に
あ
る

も
の
で
は
な
く
誰
も
奪
う
こ

と
の
で
き
な
い
人
権
。
自
分

の
力
で
行
使
で
き
な
い
場
合

は
大
人
の
支
え
に
よ
っ
て
保

障
さ
れ
る
。

他
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
、

健
全
な
生
産
を
行
え
る
環
境

整
備
に
つ
い
て
等
を
質
問
。
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ど
ん
な
時
で
も

安
心
で
き
る
ま
ち
に
！

立
憲
民
主
党　
稗
田
美
菜
子
議
員

Q
学
校
が
終
わ
っ
た
放
課
後

に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

学
校
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

A
外
で
地
震
が
発
生
し
た
際

は
窓
ガ
ラ
ス
や
看
板
電
線
高

い
壁
な
ど
落
下
や
倒
壊
の
恐

れ
の
あ
る
も
の
か
ら
離
れ
し

ゃ
が
ん
で
、
か
ば
ん
や
手
で

頭
を
保
護
す
る
こ
と
等
を
指

導
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
行

動
と
し
て
は
学
校
に
戻
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
る
が
家

と
の
距
離
や
被
害
状
況
等
各

自
の
置
か
れ
た
状
況
に
よ
っ

て
判
断
す
る
事
と
し
て
い
る
。

Q
児
童
・
生
徒
が
帰
宅
後
に

発
災
し
、
保
護
者
が
帰
れ
な

い
場
合
、
学
童
等
に
戻
っ
た

場
合
の
対
応
は
。

A
災
害
時
、
児
童
館
や
学
童

に
お
い
て
も
児
童
・
生
徒
の

受
け
入
れ
を
し
て
い
る
。
長

時
間
の
受
け
入
れ
に
な
っ
た

場
合
で
も
児
童
館
の
備
蓄
を

活
用
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

避
難
所
と
も
連
携
す
る
。

Q
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

は
今
後
品
目
を
増
や
せ
な
い

の
か
。

A
現
在
は
給
食
提
供
運
営
事

業
者
と
協
議
し
な
が
ら
課
題

や
改
善
点
を
徹
底
的
に
調
査
、

検
証
し
て
い
る
段
階
。
今
後

検
討
す
る
。

他
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
の
補
助
、

災
害
用
備
蓄
品
の
ア
レ
ル
ギ

ー
表
示
、
公
募
に
よ
る
会
計

年
度
任
用
職
員
の
採
用
に
つ

い
て
質
問
。

議
員

災
害
に
強
い
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

自
由
民
主
党　
青
木
健
議
員

Q
国
立
市
に
お
け
る
最
大
被

害
想
定
と
そ
の
準
備
と
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
当
市
に
お
け
る
最
大
被
害

と
な
る
の
は
立
川
断
層
地
震

の
震
度
６
強
を
想
定
と
し
て

全
壊
建
物
476
棟
、
焼
失
建
物

２
千
897
棟
、
死
者
75
人
、
負

傷
者
706
人
を
想
定
し
て
お
り
、

指
定
避
難
所
だ
け
で
は
収
容

し
き
れ
な
い
場
合
は
、
市
内

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
開
放

す
る
が
住
居
に
被
害
が
な
い

場
合
は
在
宅
避
難
を
お
願
い

し
た
い
。

Q
ト
イ
レ
カ
ー
購
入
の
予
算

化
は
で
き
た
の
か
。

A
前
回
ご
提
案
頂
い
て
お
り

実
施
計
画
に
お
い
て
予
算
の

要
求
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

Q
甲
州
街
道
歩
道
拡
幅
の
そ

の
後
の
進
捗
状
況
は
。

A
東
京
都
副
知
事
と
市
長
と

の
間
で
は
国
立
市
と
一
緒
に

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

の
事
で
あ
る
が
、
都
と
し
て

は
従
前
の
ス
タ
ン
ス
に
変
わ

り
は
な
い
と
の
こ
と
。

Q
東
京
都
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
ど
う
対
応
す
る
の

か
。

A
市
と
し
て
は
東
京
都
と
積

極
的
に
協
議
を
進
め
て
実
現

を
図
り
た
い
。

Q
南
武
線
高
架
下
完
結
地
下

道
の
そ
の
後
の
進
捗
は
。

A
質
問
議
員
の
ご
提
案
を
様

々
な
場
で
協
議
し
、
鉄
道
敷

地
内
で
収
ま
る
地
下
通
路
の

件
と
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
る
。

市
の

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
を
！

新
し
い
議
会　
藤
江
竜
三
議
員

Q
広
報
戦
略
の
た
め
に
市
の

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
を
つ
く
っ

て
は
ど
う
か
。

A
広
報
の
み
な
ら
ず
、
他
の

分
野
に
も
広
げ
ら
れ
る
か
、

費
用
対
効
果
な
ど
時
間
を
か

け
て
検
討
し
た
い
。

Q
ま
ち
づ
く
り
の
際
に
目
的

を
明
確
化
さ
せ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

A
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
際

に
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
テ
ー
マ
を

わ
か
り
や
す
く
出
る
よ
う
な

こ
と
も
検
討
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
聞
き
た
い
。

Q
矢
川
プ
ラ
ス
、
図
書
館
、

市
民
プ
ラ
ザ
に
荷
物
を
お
け

る
鍵
付
き
ロ
ッ
カ
ー
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

A
矢
川
プ
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、

事
業
団
と
協
議
し
な
が
ら
、

設
置
に
向
け
て
考
え
て
い
き

た
い
。
図
書
館
と
市
民
プ
ラ

ザ
に
つ
い
て
は
ス
ペ
ー
ス
、

防
犯
上
の
課
題
、
費
用
を
調

査
し
つ
つ
検
討
し
た
い
。

Q
魅
力
あ
る
公
園
を
作
る
た

め
に
画
一
的
で
な
い
特
徴
の

あ
る
公
園
を
整
備
し
て
は
ど

う
か
。

A
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
い

っ
た
手
法
も
検
討
し
、
魅
力

あ
る
公
園
を
作
っ
て
い
く
。

Q
市
長
４
年
間
の
成
果
は
。

A【
市
長
】持
続
可
能
な
国
立

を
つ
く
る
た
め
の
子
供
た
ち

を
大
事
に
す
る
施
策
。
駅
前

プ
ラ
ザ
、
矢
川
プ
ラ
ス
の
開

設
。
地
域
包
括
ケ
ア
。
な
ど

な
ど
成
果
が
あ
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
を
も
っ
と
感
度
を

あ
げ
て
積
極
的
に
行
う
べ
き

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
風　
関
口
博
議
員

Q
沖
縄
宮
古
島
未
来
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
い
う
事
業
体
が
太
陽

光
発
電
設
備
の
導
入
促
進
に

向
け
て
太
陽
光
発
電
設
備
や

蓄
電
池
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

無
償
で
各
家
庭
に
提
供
し
て

い
る
。
こ
の
方
式
を
取
り
入

れ
て
積
極
的
に
地
球
温
暖
化

対
策
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

A
宮
古
島
で
は
長
く
実
証
実

験
を
行
っ
て
い
る
一
朝
一
夕

に
は
で
き
な
い
。

Q
国
立
市
の
太
陽
光
発
電
に

対
す
る
政
策
は
、
補
助
金
を

若
干
出
す
だ
け
で
消
極
的
。

こ
の
方
式
は
、
各
家
庭
で
発

電
し
た
電
気
を
蓄
電
池
に
溜

め
、
そ
れ
を
事
業
体
が
集
め

て
各
家
庭
に
配
電
す
る
。
地

域
内
で
発
電
し
て
自
分
達
が

使
う
。
つ
ま
り
、
電
気
の
地

産
地
消
だ
。
遠
く
の
発
電
所

か
ら
の
電
気
を
使
う
の
で
は

な
く
、
多
摩
地
域
で
発
電
す

れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
も

な
く
安
定
供
給
に
つ
な
が
り

地
域
内
に
資
金
循
環
も
起
き

る
。
仮
想
発
電
所
と
呼
ば
れ

て
い
る
方
式
だ
。
国
立
発
で

多
摩
地
域
の
電
力
需
要
を
一

変
さ
せ
る
提
案
だ
。
市
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A【
市
長
】‘50
年
に
向
け
て
国

家
的
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
感
度
を

持
っ
て
研
究
、
検
討
を
す
る
。

他
、
教
育
現
場
の
個
人
情
報

保
護
意
識
の
欠
如
。
在
宅
療

養
情
報
を
も
っ
と
市
民
に
を

質
問
。

議
員

南
武
線
の
廃
止
踏
切
に
地
下
道
を

谷
保
緑
地
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
を

自
由
民
主
党　
遠
藤
直
弘
議
員

Q
南
武
線
高
架
化
に
伴
う
廃

止
踏
切
対
策
の
検
討
状
況
は
。

A
東
京
都
と
協
議
中
。
地
域

住
民
か
ら
の
要
望
も
あ
る
の

で
、
議
題
の
一
つ
だ
。

Q
天
神
前
踏
切
の
北
側
横
断

歩
道
に
信
号
の
設
置
を
。

A
交
通
管
理
者
と
も
協
議
し

検
討
す
る
。

Q
南
武
線
南
側
の
東
西
道
路

の
検
討
状
況
は
。

A
東
西
動
線
の
調
査
検
討
を

進
め
、
地
域
の
理
解
を
得
な

が
ら
進
め
る
。
時
期
は
未
定
。

Q
谷
保
駅
南
口
周
辺
の
整
備

イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス
の
作
成
を
。

A
多
様
な
視
点
か
ら
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
地
域
の
意
見
を

参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

Q
谷
保
天
満
宮
駅
の
駅
名
変

更
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、

南
口
を
谷
保
天
満
宮
口
に
す

る
事
は
市
が
で
き
る
の
で
は
。

A
検
討
す
る
。

Q
谷
保
緑
地
の
再
整
備(

Ｂ

Ｂ
Ｑ
デ
ッ
キ
の
設
置
や
ド
ッ

グ
ラ
ン
の
設
置)

を
前
回
要

望
し
た
が
検
討
状
況
は
。

A
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
。

民
間
の
力
を
借
り
て
行
っ
て

い
く
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

Q
国
立
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
の
交

通
計
画
の
社
会
実
験
を
行
う

が
、
甲
州
街
道
の
減
線
の
社

会
実
験
も
都
に
要
望
を
。

A
検
討
す
る
。

Q
学
校
プ
ー
ル
の
外
部
委
託

(

集
約
化)

の
検
討
状
況
は
。

A
課
題
は
あ
る
が
前
向
き
に

検
討
し
て
い
る
。

就
職
氷
河
期
世
代
を
活
か
し
て

次
世
代
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
風　
古
濱
薫
議
員

Q
心
理
的
要
因
で
学
校
に
通

え
な
い
児
童
生
徒
が
対
象
の

教
育
支
援
室
さ
く
ら
が
、
都

立
・
私
立
な
ど
市
立
学
校
以

外
の
子
ど
も
も
受
け
入
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
理
由
は
。

A
近
隣
市
の
状
況
や
保
護
者

の
要
望
を
踏
ま
え
、
ま
た
住

民
で
あ
る
児
童
生
徒
に
一
層

の
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、

規
則
改
正
し
た
。

Q
学
校
に
行
け
な
い
・
行
か

な
い
生
徒
の
、
中
学
卒
業
後

の
進
路
指
導
の
た
め
に
保
護

者
の
集
ま
り
を
市
の
主
催
で

設
け
ら
れ
な
い
か
。

A
民
間
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
に

教
育
委
員
会
と
し
て
参
加
し

て
情
報
発
信
す
る
な
ど
考
え

ら
れ
る
。
学
校
で
始
ま
る
進

路
指
導
の
前
に
何
ら
か
の
イ

ベ
ン
ト
を
考
え
た
い
。

Q
次
期
教
育
大
綱
で
フ
ル
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を「
国

立
市
固
有
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
」と
言
い
換
え
る
の

か
。

A
現
在
市
長
任
期
中
の
総
括

の
中
で
検
討
の
余
地
は
あ
る

が
決
ま
っ
た
文
言
で
は
な
い
。

Q
就
職
氷
河
期
世
代
を
市
は

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

A
単
身
者
で
言
え
ば
他
の
世

代
よ
り
金
融
資
産
が
少
な
く
、

老
後
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

傾
向
が
あ
る
。
そ
の
方
の
課

題
を
一
緒
に
考
え
、
丁
寧
に

対
応
し
て
い
く
。

他
、
緑
の
基
本
計
画
改
定
で

の
市
民
参
加
に
つ
い
て
質
問
。

議
員

市
立
小
中
学
校
の
給
食
費
の

無
償
化
に
つ
い
て
問
う

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
風　
藤
田
貴
裕
議
員

Q
市
立
小
中
学
校
の
給
食
費

の
無
償
化
に
つ
い
て
問
う
。

A
３
学
期
か
ら
無
償
化
を
行

う
。
都
の
交
付
金
は
拡
充
さ

れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
市
も
無

償
化
は
継
続
す
る
も
の
と
し

て
予
算
編
成
の
作
業
を
進
め

て
い
る
。
口
座
振
替
の
保
護

者
は
振
替
を
止
め
る
手
続
を

す
る
必
要
は
な
い
。

Q
ほ
う
か
ご
キ
ッ
ズ
の
回
数

増
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
検

討
を
し
て
い
る
の
か
。

A
昨
年
度
に
行
っ
た
調
査
で

は
、
子
ど
も
か
ら
運
動
で
き

る
場
所
が
ほ
し
い
と
か
、
ボ

ー
ル
遊
び
で
き
る
場
所
が
ほ

し
い
と
の
回
答
が
多
く
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
回
数
増
に
向

け
た
検
討
を
進
め
る
べ
き
と

捉
え
て
い
る
。
人
材
確
保
の

た
め
に
一
橋
大
学
や
東
京
女

子
体
育
大
学
、
明
星
大
学
に

積
極
的
に
働
き
か
け
を
し
て
、

事
業
拡
充
の
具
体
的
な
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
市
立
小
中
学
校
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
率
は
、
目
標
と
し

て
い
た
８
割
を
全
体
で
み
る

と
超
え
た
が
、
国
立
第
八
小

学
校
な
ど
、
単
独
で
み
る
と

目
標
を
達
成
し
て
い
な
い
学

校
が
あ
る
。
早
急
に
洋
式
ト

イ
レ
を
増
や
す
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

A
教
育
部
は
、
学
校
施
設
の

安
心
安
全
を
第
一
に
考
え
、

非
構
造
部
材
の
耐
震
化
を
進

め
て
い
る
。
予
算
に
限
り
が

あ
る
の
で
慎
重
に
検
討
す
る
。

貴
裕
議
員

要
望
を
続
け
た
子
ど
も
基
本
条
例

実
現
！
主
体
的
な
学
び
の
応
援
を

み
ら
い
の
く
に
た
ち　
望
月
健
一
議
員
議
員

Q
国
立
三
中
で
の
私
服
の
登

校
認
め
る
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
ィ

ー
ク
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

A
他
の
学
校
へ
周
知
啓
発
及

び
、
学
校
の
取
り
組
み
を
積

極
的
に
支
援
し
た
い
。

Q
子
ど
も
基
本
条
例
を
受
け
、

学
校
教
育
の
対
応
は
。

A【
教
育
長
】カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ

ィ
ー
ク
、
校
則
の
見
直
し
な

ど
生
徒
の
主
体
的
な
取
り
組

み
を
も
っ
と
前
進
さ
せ
る
。

Q
子
ど
も
基
本
条
例
に
対
す

る
市
長
の
思
い
は
。

A【
市
長
】全
て
の
子
ど
も
が

自
分
ら
し
く
幸
せ
に
生
き
育

つ
権
利
を
保
障
す
べ
き
。

Q
子
ど
も
か
ら
通
学
路
へ
の

安
心
安
全
カ
メ
ラ
増
設
の
要

望
に
対
す
る
受
け
止
め
は
。

A
通
学
路
合
同
点
検
で
も
要

望
が
あ
り
、
対
応
を
検
討
。

Q
子
ど
も
水
泳
教
室
の
ス
タ

ッ
フ
の
報
酬
改
善
を
問
う
。

A
委
託
先
と
引
き
続
き
丁
寧

に
協
議
す
る
。

Q
医
療
的
ケ
ア
児
在
宅
レ
ス

パ
イ
ト
を
問
う
。

A
予
算
要
求
の
調
整
中
。

Q
し
ょ
う
が
い
児
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
に
向
け
た
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
構
築
は
。

A
引
き
続
き
検
討
す
る
。

Q
し
ょ
う
が
い
児
サ
ー
ビ
ス

の
所
得
制
限
撤
廃
を
問
う
。

A
26
市
の
調
査
を
行
い
検
討
。

Q
個
別
具
体
的
な
授
業
に
つ

い
て
、
教
育
長
の
見
解
は
。

A【
教
育
長
】そ
の
方
向
に
舵

を
切
り
た
い
と
考
え
る
。

【令和6年11月5日・6日・7日・8日実施】
一般質問 要旨・発言順
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一般質問とは、議員個人が市政全般について行政当局（市長や教育委員会など）に質問
することです。一般質問発言順に、各議員本人が要旨をまとめたものを掲載しています。【令和6年11月5日・6日・7日・8日実施】

一般質問 要旨・発言順

　今号もお読みいただきありがとうございます。第４回定例会では10月
に行われた決算特別委員会での継続審査分の各会計他の認定と議案の賛
否を行いました。度重なる物価高騰や情勢不安からの市民の暮らしへの
影響は多岐にわたり、補正予算では給食費無償化など家計に直結する事

業費も多く含まれていました。国立駅南口に開室予定の子育ち・子育て
応援施設の委託事業者も決まりました。皆さんの税金が原資である国立
市のお金の使い道が適正であるか、議会としてこれからも厳しくチェッ
クしてまいりますので、議会の活動にぜひご注目ください。

編 集 後 記

北京市区人民代表大会友好代表団が国立市を表敬訪問しました

　東京都市議会議長会、特別区議会議長会及び東京都町村議会議長会は、
東京と北京両都市の友好・交流促進を図るため、昭和58（1983）年から北
京市区人民代表大会との間で友好代表団の派遣（中国訪問）と受入（日本
招待）をほぼ毎年交互に実施しており、令和６（2024）年は、10月21日か
ら25日までの５日間で10名の友好代表団を日本に招きました。
　10月22日に、友好代表団は東京都市議会議長会の会長市である国立市
を訪問し、髙柳議長、永見市長、国立市関係者と会談しました。
　髙柳議長から、「北京市と東京都の間に友好都市の提携が結ばれて45

年目を迎える。友好代表団の訪日は17回目となり、両都市の友好親善の
関係は、年々、より強く進展をしている。今回の訪日が有意義で実り多
いものとなり、日中両国の友好親善と北京市、東京都の交流が一層深ま
るよう念願している」との挨拶がありました。
　友好代表団長の答礼挨拶の後、記念品を贈呈しました。また、市のま
ちづくり等について意見交換を行い、終始和やかな雰囲気の中での会談
となりました。その後、国立市役所を後にした友好代表団は、国立駅前
に移動し、一橋大学、旧国立駅舎を視察しました。

▲友好代表団・市議会議長会・国立市関係者と記念撮影

▶   第32回技能グランプ
リ「印章木口彫刻」の
競技で、内閣総理大
臣賞を受賞された市
内宝文堂印舗の眞田
智成氏による手彫り
印鑑の記念品

▲ 市議会議長会の会長 髙柳議長
（右：国立市議会議長）より代表団
長「付 兆庚」（左:フ チョウコウ）氏
へ記念品の贈呈

３
学
期
か
ら
給
食
が
無
料
に
！

共
同
親
権
に
対
応
を
！

日
本
維
新
の
会　
中
川
貴
大
議
員

Q
学
校
給
食
費
無
償
化
の
確

実
な
実
施
を
図
る
た
め
に
は
。

A
今
議
会
で
補
正
予
算
を
提

出
し
、
準
備
を
進
め
る
。

Q
農
業
イ
ベ
ン
ト
の
拡
大
を
。

A
国
立
駅
南
口
東
西
広
場
の

東
側
の
活
用
も
検
討
す
る
。

Q
修
学
旅
行
先
に
万
博
を
。

A
意
見
を
学
校
に
伝
え
る
。

Q
こ
れ
ま
で
の
万
博
Ｐ
Ｒ
は
。

A
中
央
図
書
館
で
の
特
集
や
、

Ｈ
Ｐ
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
Ｐ
Ｒ
。

Q
万
博
の
今
後
の
Ｐ
Ｒ
は
。

A
新
し
い
ポ
ス
タ
ー
も
掲
示
。

Q
万
博
首
長
連
合
に
加
盟
を
。

A
研
究
・
検
討
を
進
め
る
。

Q
実
子
誘
拐
被
害
へ
対
応
を
。

A
く
に
サ
ポ
等
で
の
相
談
や
、

警
察
へ
の
情
報
提
供
も
。

Q
共
同
親
権
施
行
に
向
け
て
。

A
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
。

Q
ク
マ
や
サ
ル
等
の
野
生
動

物
の
対
応
と
双
方
の
安
全
は
。

A
４
つ
の
注
意
喚
起
を
Ｈ
Ｐ

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
情
報
発
信
。

Q
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
。

A
増
幅
器
は
無
料
で
設
置
可
。

基
地
局
も
積
極
的
に
応
じ
る
。

Q
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
や
リ
ス

キ
リ
ン
グ
の
推
進
を
。

A
支
援
員
で
現
場
に
入
り
、

学
生
が
授
業
を
見
る
こ
と
は

有
益
。
通
信
制
大
学
の
専
用

サ
イ
ト
も
活
用
し
て
い
く
。

Q
ふ
る
さ
と
納
税
の
学
校
と

の
連
携
に
つ
い
て
進
捗
は
。

A
否
定
的
意
見
は
な
い
。

Q
市
長
の
次
の
４
年
間
と
は
。

A【
市
長
】様
々
な
課
題
の
解

決
に
全
力
を
投
じ
る
。

議
員

補
聴
器
購
入
費
補
助
の
実
施
と

フ
ッ
素
塗
布
の
無
償
化
実
施
へ

自
由
民
主
党　
石
井
伸
之
議
員

Q
学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
。

A
令
和
7
年
1
月
よ
り
実
施
。

Q
学
校
と
地
域
の
連
携
強
化

へ
7
月
21
日
実
施
の
六
小
同

窓
会
発
足
式
開
催
状
況
は
。

A
50
名
が
参
加
。
5
期
毎
に

教
室
で
歓
談
し
た
。
今
後
は

同
窓
会
の
存
在
を
周
知
す
る
。

Q
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル

（
難
聴
状
態
）の
放
置
が
認
知

症
に
繋
が
る
の
で
、
補
聴
器

購
入
費
補
助
を
実
施
し
て
は
。

A【
市
長
】ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ

イ
ル
予
防
が
認
知
症
予
防
、

介
護
予
防
に
繋
が
る
の
で
、

介
護
費
用
軽
減
に
向
け
公
費

投
入
の
意
味
は
非
常
に
高
い
。

Q
国
立
市
歯
科
医
師
会
が
500

円
で
行
う
乳
幼
児
フ
ッ
素
塗

布
実
施
後
の
虫
歯
推
移
は
。

A
昭
和
50
年
開
始
時
の
虫
歯

率
は
小
中
学
生
94
％
、
令
和

4
年
は
小
学
生
37
％
中
学
生

28
％
と
大
き
く
減
少
し
た
。

Q
フ
ッ
素
塗
布
の
無
償
化
は
。

A【
市
長
】乳
幼
児
期
の
虫
歯

予
防
対
策
は
生
涯
を
通
じ
歯

の
健
康
づ
く
り
に
繋
が
る
。

フ
ッ
素
塗
布
を
含
め
て
予
算

編
成
の
中
で
検
討
す
る
。

Q
防
災
備
蓄
品
の
①
活
用
状

況
②
消
費
期
限
切
れ
物
品
は
。

A
①
防
災
訓
練
時
の
炊
き
出

し
等
で
提
供
②
大
半
は
業
者

が
引
き
取
り
適
切
に
処
理
。

Q
現
金
払
い
の
謝
礼
金
等
を

く
に
Ｐ
ａ
ｙ
で
の
付
与
は
。

A
ポ
イ
ン
ト
流
通
量
を
増
や

す
意
味
で
非
常
に
効
果
あ
り
、

利
用
店
舗
を
充
実
さ
せ
る
。

既
に
共
に
学
ぶ
フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
は
、
は
じ
ま
っ
て
い
る
！

こ
ぶ
し
の
木　
上
村
和
子
議
員

Q
子
ど
も
基
本
条
例
制
定
後

子
ど
も
の
声
を
聴
く
体
制
は
。

A
積
極
的
に
子
ど
も
の
権
利

に
向
き
合
う
職
員
研
修
実
施
。

Q
既
に
始
ま
っ
て
い
る
フ
ル

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
実

践
と
課
題
に
つ
い
て
。

A
各
校
で
の
運
動
会
や
学
習

面
で
の
教
育
環
境
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
巡
回
支
援
で
配

慮
が
進
む
。
子
ど
も
も
大
人

も
受
容
的
で
包
摂
性
の
あ
る

集
団
に
な
る
と
、
学
校
に
来

ら
れ
な
か
っ
た
子
が
来
る
、

そ
の
マ
イ
ン
ド
が
重
要
。

Q
環
境
も
人
権
。
い
の
ち
を

脅
か
す
気
候
変
動
の
中
、
農

業
施
策
推
進
で
食
料
自
給
率

を
高
め
、
樹
冠
被
覆
率
を
高

め
、
地
域
内
循
環
を
推
進
す

る
等
の
積
極
的
環
境
政
策
を

町
の
魅
力
に
ま
で
高
め
て
は
。

A
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま

ち
づ
く
り
の
中
で
環
境
政
策

の
役
割
は
大
変
大
き
い
。

Q
介
助
者
不
足
が
深
刻
な
中

資
格
が
な
く
て
も
、
誰
で
も

い
つ
で
も
介
助
が
で
き
る
市

独
自
の
地
域
参
加
型
介
護
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
市
民
周
知
を
。

A
‘25
年
1
月
25
日
に
矢
川
プ

ラ
ス
に
て
し
ょ
う
が
い
の
あ

る
人
と
の
出
会
い
の
場
と
制

度
周
知
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
。

Q
超
高
齢
社
会
に
向
け
て
、

人
権
を
学
ぶ
公
民
館
、
図
書

館
の
社
会
教
育
は
重
要
。
ぜ

ひ
直
営
・
無
料
の
継
続
を
。

A【
教
育
長
】今
ま
で
通
り
、

直
営
施
設
は
無
料
と
考
え
る
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
を

公
明
党　
青
木
淳
子
議
員

Q
Ｄ
Ｘ
化
推
進
の
現
状
と
課

題
を
問
う
。

A
学
童
保
育
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
導
入
・
お
悔
や
み
と
出

生
関
連
の
手
続
き
ナ
ビ
の
整

備
・
証
明
書
発
行
窓
口
で
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
対
応
、

遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
。
人
員
負
担
と
人
材
の

確
保
が
課
題
。

Q
終
活
全
般
を
包
括
的
に
相

談
で
き
る
窓
口
設
置
を
問
う
。

A
ど
の
よ
う
な
形
式
が
可
能

か
先
進
市
の
事
例
を
研
究
検

討
し
関
係
機
関
と
協
議
す
る
。

Q
ト
イ
レ
カ
ー
導
入
に
関
す

る
予
算
要
求
の
状
況
と
ほ
ぼ

紙
ト
イ
レ
の
導
入
を
問
う
。

A
災
害
派
遣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
プ

の
購
入
を
想
定
。
財
源
は
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

予
定
。
ほ
ぼ
紙
ト
イ
レ
は
東

京
都
の
指
摘
事
項
を
改
善
し

た
後
に
期
待
す
る
。

Q
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
防

災
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
し
て
は
。

A
広
報
担
当
と
防
災
担
当
で

連
携
し
て
検
討
し
た
い
。

Q
災
害
時
、
携
帯
電
話
以
外

の
通
信
手
段
の
導
入
を
問
う
。

A
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
を
導
入
し
定

期
的
に
訓
練
を
実
施
。
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
と
災
害

時
の
応
援
協
定
を
締
結
。

Q
東
３
号
線
侵
入
の
抑
制
の

為
中
央
分
離
帯
を
延
長
せ
ず

右
折
禁
止
に
し
て
は
ど
う
か
。

A
交
通
規
制
を
か
け
る
よ
う

交
通
管
理
者
と
協
議
を
行
う
。

【国立市からの贈呈品】


